
電機リストラ反撃交流集会実行委員会は、

20２０年７月１１日(土)１３時１５分から

北多摩西教育会館の大会議室で第２回交流集

会を開催しました。（右写真）

会場内ではソーシャルディスタンスを保ち

ながら、オンライン通信も含め５団体・１１

企業・２５職場から４３人の参加でした。

集会の開会挨拶は電機懇今井代表が、処遇

制度改悪とコロナ禍の中で労働者にしわ寄せを負

わせている、と批判しました。

連帯挨拶は全労連の橋口副議長、東京地評の井

澤事務局長、神奈川労連の山田事務局長、三多摩

労連菅原副議長に行って頂きました。

電機・情報ユニオン米田徳

治委員長は「電機リストラと

の闘い―資本の攻撃の特徴と

闘いの成果」と題するテーマ

で基調報告し、電機リストラ

の攻撃が労使合意で行われて

おり、リストラに抗してユニオンが団交などで闘っ

て砦としての役割をはたしていること、そして、

コロナ禍で労働者個別に退職強要などが行われて

おり、国際労働基準を生かして「企業と雇用どち

らも守る」運動が重要であると強調しました。

職場報告書は、日立・東芝・三菱電機・パナソ

ニック・ＮＥＣ・富士通・沖電気・ルネサス・パ

イオニア・サンケン・アンリツ・岩崎通信機から

届き、当日は１０職場から「休業保障を６０％を

７０％にさせた」(NEC)「退職強要に応じない労働

者を追い出し部屋に不当配転」(東芝)「派遣切り争

議、過労自殺、パワハラ自殺のビラを配布」(三菱)

などの報告が行なわれました。

フロアー発言は「ＮＥＣでテレワークの調査結

果」「退職届を撤回させた」「契約更新を拒否さ

れた」闘いについて切実な実態が出されました。

米田徳治委員長は、閉会兼マトメで「コロナ禍の中で

雇用も企業も

守っていく事が

大事」「日立で

のマイナス要

求に関して是

正させる」「三

菱電機で総会

議案書に労務

問題が記載さ

れた」リストラ反

撃を取り組もう

と訴えました。
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今月号の紙面
①第２回電機リストラ反撃交流集会

②日立と東芝の株主総会で質問

③東芝の退職強要出向で裁判闘争

④全労連・東京地評争議支援総行動

いの健東京センター年次総会

⑤東京と神奈川電機懇で総会を開催

⑥ラプラース「解雇」中正司さん

⑦電機情報ユニオン 、青年コーナー

⑧電機懇「第３３回総会」の案内

裁判の口頭弁論日程。集積回路

電機リストラ反撃交流会
５団体・２５職場から４３人出席

米田委員長が基調報告！

全労連含め４団体から連帯挨拶

１２企業から報告が届く

米田委員長のマトメ報告


